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羽野 修(長崎県)昭和33年 6月9日生 1 C群は+93度と有意に左軸偏位を示し，胸部誘導で右
授与年月日 平成 3年 3月31日 | 側胸部誘導がQS型を示した。 C群は右側胸部誘導で
主論文 Arrhythmogenicproperties of the ven- 高R波で， B群と C群とは前額面平均電気軸と右側胸
tricular myocardium in car- 部誘導とで識別可能だった。 B群では， I， II， aVF 
diomyopathic Syrian hamster， BIO 14.6 誘導でT波が平底~陰転化し， T波への移行部が低下
strain していた。
心筋症ハムスター (BI014.6)の心室性不 | 心拍数と経過中の心室性不整脈:心拍数は同一週齢の
整脈誘発に関する電気生理学的検討 1 C群に比し16---26週齢のB群が有意に多かった。 B群
論文内容の要旨 | は経過中の 3分間心電図に218記録のうち18記録の
緒 言 .8.3%に心室性期外収縮が記録されたが， C群は記録さ
人拡張型心筋症は原因不明の疾患で，心不全末期以 | れなかった。心室性期外収縮は単発だが，多発例には
前の軽い心不全時期の心室性不整脈による突然死が問 3分間に17個が認められ， B群の死亡率の高い時期に
題となっている。心筋症ハムスター (BI014.6)は常染 | 一致して記録された。
色体劣性遺伝により形態学的に人拡張型心筋症に類似 | 電気生理学的検査:有効不応期はB群において112.7
した心筋病変を自然発症し，細胞内カルシウム (Ca) :t16.4msecで， C群の77.6士10.9msecに比し有意に
過剰が発症に関与することが解明されている。Ca過剰 | 延長していた。左室一右室間と右室一左室聞の心室内
は血管平滑筋や心筋細胞の異常増加した Ca channel 伝導遅延は B群がそれぞれ28. 4:t 9 . 5msec， 33.6士
によると示唆されているが，心筋細胞内の Ca過剰は 18.5msecで， C群の13.7士4. 5msec， 15. 8:t 6 . Omsec 
不整脈を発生させる。一方で心筋症ノ、ムスターの 8% 1 に対し両方向とも有意に遅延していた。
前後にも心拡大がない原因不明の突然死が報告され 心室性不整脈の誘発 :B群は基本心室刺激への単 1刺
細胞内 Ca過剰が存在する事と併せ，その突然死に不 | 激に対して11例中の 7例に非持続型心室頻拍
整脈の関与が考えられる。しかしハムスターの心室性 (NSVT)が誘発され，いずれかの誘発法で全例に
不整脈や心室筋に対する電気生理学的検討は行われて 1 NSVTか心室細動が誘発された。 C群では基本心室刺
おらず，本研究は自然経過におげる不整脈の発生状況 | 激への 2連発刺激やさらに burst pacingに対しても、
を観察し電気生理学的検討を行った。 1 NSVTや心室細動は誘発されなかった。
対象および方法 | 組織学的検索 :B群には心室の拡張が認められ，全例
心電図記録:15週齢の心筋症ハムスター (B群)19匹 | に心室の巣状の心筋細胞変性と線維化や石灰化を認め
と対照のハムスター (C群)10匹にネンブタール腹腔 | たが， C群では認められなかった。
内投与 (50mg/kg)し，自発呼吸下に毎週 l回継時的に | 考 案
50週齢まで標準 4肢誘導と胸部 4誘導で心電図を記録。 1 この研究の新知見は，自然経過中の心筋症ノ¥ムス
I誘導の 3分間心電図で心室性不整脈の発生状況を観 | ターに心室性不整脈が存在し，高率に心室性不整脈が
察した。 I誘発された事である。また心電図により心筋症ノ、ムス
電気生理学的検討:52---56週齢のB群11匹と C群10匹 | ターと正常ハムスターが識別可能であることも示され
に同様に麻酔を行い気管内チューブを挿入，アイカ社 | た。心拍数は16---26週の心筋症ハムスターにおいて有
製小動物用ベンチレーター (EVM-50A)を用いて，管 | 意に大であり，カテコラミンの増加もしくはレセプ
理呼吸下に胸骨を正中切開して心臓を露出し，両心室 | ターの増可との関連が考えられた。電気生理学的検査


















羽野修は昭和58年 3月長崎大学医学部を卒業後，長 | 心室性不整脈が誘発されたという新知見が得られ，心
崎大学医学部第 3内科に入局した。同年5月に医師国 | 筋症ノ¥ムスターの心筋には電気生理学的に大きな不均
家試験に合格し，同大学と佐賀医科大学内科にて初期 | 一性が認められ，高い被刺激性が証明された事は，心
研修を終え，昭和60年 6月より第 3内科の研究生とし | 筋症ハムスターは心室性不整脈の面においても人拡張
て当院ならびに，第三内科関連病院で教室主任橋場邦 | 型心筋症のモデルとなりうる可能性を示唆しており，
武教授のもとに内科全般および循環器科の臨床研修を | 医学の進歩に貢献するところ大であり，学位に値する
行った。なおこの間，昭和62年 1月より平成 2年 5月




に主論文 rArrhythmogenic properties of the ven-
tricular myocardium in cardiomyopathic Syrian 
hamster， BIO 14.6 strainJを完成し，参考論文10編を
附して長崎大学大学院に医学博士の学位を申請した。
長崎大学大学院医学研究科委員会は，これを平成 3年
2月6日の定例委員会に付議し，受理して差し支えな
いものと認めたので，上記の通り審査委員を選定した。
審査委員は主査を中心として慎重審査の上，平成 3年
3月20日の定例委員会でその結果を報告した。
主論文は，人拡張型心筋症の動物モデルである心筋
症ハムスターを用い，自然経過における不整脈の発生
状況を観察し，心室筋に対する電気生理学的検討を
行ったもので，対象は15週齢の心筋症ノ、ムスター19匹
と対照のハムスター10匹で，毎週 l回継時的に50週齢
まで3分間心電図を含む心電図を記録し，心室性不整
脈の発生状況を観察し， 52---56週齢の心筋症群11匹と
対照群10匹にプログラム刺激法を用いて，基本周期150
msecにおける両心室の有効不応期、有効不応期の差
と心室間伝導遅延を求めて電気生理学的検討を行い，
心臓の組織学的検索も行っている。その結果，心筋症
群は対照群に比し心電図の形態が有意に異なり， 16 
---26週齢の心筋症群は対照群に比し心拍数が有意に高
い。心筋症群は218記録のうち18記録の8.3%に心室性
期外収縮が記録され，記録された時期に一致して死亡
ものと認め，合格と判定した。
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